
　　　　　　一ア5一※

木材のpHに関する研究 （第2報）

※※

木材のPHに及ぼす諸因子の影響について

　　　　　　　　　※※※　　　　　　　　　　※※※

後藤輝男・往西弘次

　　　　　　　　　　　　※※※　　．　　　　　　　　※※※
　　　　　Teruo　G0T0and　H1rotsugu　ONIsHI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
　　　　　Studies　on　the　pH　Va1ue　of　Wood．旺．

Inf1uence　of　Various　Factors　on　the　pH　Va1ue　of　Wood．

　　　　　　　　且　は　じ　め　に

　　　（1）

　前報において，ガラス電極pHメーターによる木材の

pH測定および電位差滴定による全遊離酸量の定量なら

びに木材の緩衝作用と木材のpHとの関係について報告

した。

　本報では同一木材において，PH測定時の条件一木

材含水率，樹高，伐採地域および心，辺材等　　による

pH変化の挙動について検討した。

　　　　　　　碧　実　験　方　法

　以下特記しないかぎり，つぎの方法によって木材のpH

を測定した．

　20～40メッシュ　（気乾材）39に蒸留水50〃を加え，

1時間アスピレーターで排気後，そのまま24時間室温で

放置した．ろ紙を用いてこの木粉けん濁液をろ過し，そ

のろ過液についてPHメーター（ガラス電極）によって

pHを測定した．一種の木材について，6回測定をおこ

ないその平均値を木材のpHとした．

　　　　　　3　実験結果およぴ考察

3．1樹高による亜Hの変化

　樹高約250o肋の7年生スギ（C〃卿舳ブ｛αノψo肌α

D．D0N）および樹高約300α〃の8年生ヒノキ（Cゐα刎一

伽妙〃ゐoろ腕αSIEB．et　ZUCC．）を供試材とした．

（伐採期日；昭和40年5月24日）スギでは地際部から20，

90，／20および2306肋の辺材部，またヒノキでは20およ

び2506物の辺材部を採取した．これらの試験片を室内で

気乾状態になるまで乾燥させ，それぞれのpHを測定し

た。

※前報島根農大研報　15（A）：68－74．1967

※※　第16回日本木材学会大会において口頭発表（1966年4月）

※※※　改良木材学研究室

Tab1e1．Cbange　of　tbe　pH　va1ue　of　wood　due

　　　　　to　he1ght

Species Height (cm) pH value 

250 6. 1 1 

SUGI 1 20 6.10 

(Sa pwood) 90 6. 14 

20 6. 12 

HlNOKI 
250 5.95 

(Sapwoo d ) 
20 5 . 98 

　結果をTab1e1に示したように，スギおよびヒノキ

ともに樹高によってpHの変化はほとんど認められな

い。すなわち，スギにおいて，PHは6．／2士0，016，ま

たヒノキにおいて，PHは5．95±O．025の範囲で分布し

ている。
　　　　　　　　（2）
SANDERMANNらも針葉樹では樹高によるpHの差異
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
は認められないと報告している。また，GAUMANNお
　　　　　　　　　　　（4）
よびTRENDELENBURGらによると，針葉樹の樹幹部に

おいて，その上部のpHは下部のpHよりもいくらか

高い値を示すと報告している．したがって，針葉樹の樹

高別によるPHの差異および一定傾向は木材の種類によ

って，PH範囲は多少分布（士0．02程度）するが，ほと

んど差異がないと考えられる。

32木材含水率による皿旺の変化

　pH測定試料の含水率がpHに与える影響を検討した．

供試材としてスギ辺材を用いた．まず，試料（20～40メ

ッシュ）を60oCで減圧乾燥した後，いろいろな含水率

になるように調湿した．含水率は絶乾重量法によって測

定した。

　Fi＆1に結果を示した．含水率の低下とともにPH

は低くなり，とくに気乾状態以下の含水率になると急激

にPHは低下する．また，含水率が約12％から15％まで
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　　　　　　pH

Re1at1on　between　the　pH　va1ue　and

m01sture　content　of　wood

（SUGI　Sapwood）

変化した場合ではPHは約O．／の範囲で変動するのみで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
大きく変化しない．これはSANDER＝MANNらの結果と

一致している．すなわち，含水率は　　　Table2．

木材のpHに大きく影響を与え，と

くに気乾状態以下における含水率変

化によってPHは0．8近く変動する。

しかし，この挙動原因はいまだ不明

である．

3．3伐採後経過期間によるPHの

　変化

　供試材として，スギ（伐採期日：

昭和40年5月24日）の地上1206物の

辺材部を用いた。pHの測定は伐採

後2日目から32，101，157，／90，

2／4および250日後におこなった．

なお，pH測定時の含水率は絶乾重

量法を用いて木粉について測定し

た。伐採後2日目の含水率が29％と

低くかったが，これは木粉にする操

作において，水が揮散したためであ

ろう．

　Fig．2に結果を示したように，

木材のpHは伐採後の経過日数の増

加とともに低下した．しかし，約／60

日後から一定になる傾向を示してい

　　　　　　050100150200250
　　　　　　　　　　　　　Time（day）

　　　　Fig．2．　Re1ation　between　the　pH　va1ue　of　wood

　　　　　　　　and　the　day　e1apsed　after　the　fen1ng

　　　　　　　　　（SUGI　Sapwood）

　　　　　　　　M1oisture　content：　／．29％　　2．　18．5％

　　　　　　　　3．　15．5％4．　／2．9％5．　12．8％6．　／2．9％

　　　　　　　　7．／2．9％
6．5

　　　　る堪また，含水率は日数の経遇につれて減少し，157日

　　　後には／2．9％となり気乾状態である．したがって，伐採

　　　後の経遇期間と木材のpHの変化とは見かけ上関連性が

　　　　あるが，これはFi＆1から判るように含水率に依存し

　　　木材が気乾状態になれば，経過日数に影響されないで一

　　　定のpHを示すと思われる。

Cbange　of　pH　va1ue　of　wood　due　to　the　cut－over　area．

Species

SUGI

AKAMATSU

HINOKI

BUNA

Cut－over　area

Forestry
　office

Yamazak1
N1cb1hara

Tottori

Tsuyama
Shmgu

Yamaguchi
Saijo

Otsu　I

Otsu　II

N1ch1bara

H1rosh1ma

Niimi

Koya

Kawamoto

Fukuyam早

Kanazawa

Tottori

Nat1ona1forest

Tak1dam
Nakanotam
Kush1nalm1

Tsugawaya皿a

Omata

Nameyama
Nisbigadani

N1sh1）ama

Icbijono　soto　5

Gondoro

Oku1no

Sungaya

Koyasan

Yomogiyama
Motosh1geyama

Yamabushiyama

Sawakawa

㍗」鳩’

／墓、

　92　a

　68　a

　84　b

　60　a

34

47

26

34

93

45

25

3
48

54

45

15

a

a

1
a

a

b

a

C

a

a

b

b

pH　va1ue　，

（H）納

5．7

6．3

6，／

5．7

6．2

5．0

5．2

5．ろ

4．5

4．3

5．2

5．4

5．5

4．5

5．4

5．／

6．0

（S）☆☆

5．7

6．0

5．8

5．9

5．7

4．8

5．0

4．3

4．5

5．0

4．5

6．0

6．0

5．8

6．0

5．6

6．0

☆　a，b，c，e　and1showい，ろ，は，ほandをrespective1y．

☆☆　（H）　Heartwood，（S）一Sapwood
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Tab1e5．The　pH　va1ue　of　heartwood　and　sapwood

Species

AKAEZO

ITAYAKAEDE

SEN

HAN

KABA
SHIRAKABA

KATSURA
MIZUKI

KONARA
SHII

KUSU

SOMEIYOSHINO

KIHADA

SHINA

NIRE

Botan1ca1name

RoωGZθん〃〃MAST．　I

んぴ刎o〃o　MAXIM　varθ妙κ切伽NAKAI

Kα1oクα〃α”クκ肋伽NAKAI　var妙クκ〃刎NAKAI

AZπω／αクo〃καSIEB　et　ZUCC　var　gθ〃肌〃αCALL

Bθ切ZαルZα”づ伽oω北g｛α〃αREGEL

Bθ肋1αTlo1螂o〃｛KOID乙

Cθ附〃φんツ〃〃刎ゴαクo〃北〃〃SIEB．et　ZUCC．

Co閉蜘60枕roηκ∫αHEMsL．

g惚κω5ぴ閉地THUNB．

8ん〃α8κろo〃τMAKINO

C加〃α刎o刎〃刎Cα刎ク120閉SIEB．

p閉η伽ツθ∂o舳5｛∫MlATSUM二

P加〃o∂肋∂ブo〃α舳鮒伽∫θRUPR

T棚αゴ砂oπをαSIMK．

σZ肌狐∂αη〃づα〃αPLANCH．var．ノαクo〃北αNAKAI

pH　va1ue
（H）☆

6．5

4．7

5．9

6．4

6．4

5．9

6．2

5．1

5．6

6．5

4．8

4．9

6．9

5．5

6．5

5．9

5．4

7．1

7．0

（S）☆

5．8

6．2

6．ろ

5．6

6．2

5．6

5．6

5．8

5．8

6．7

5．2

5．2

6．6．

5．9

6．5

6．1

5．8

6．6

6．6

☆（H）：Heartwood，（S） Sapwood

5．3±O．36，辺材のPH5．8士0，0）およびシナ（心材の

pH5．6±0．36，辺材のPH5．9士0．／6）も同様に心材の

pH　～まイ氏し、。

　　　　　　　　　（2）　　　　　　（6）

　SANDERMANNらおよび武南も一般に樹種別で心材

および辺材においてpHに一定傾向のないことを報告し

ている．これらから，心，辺材別によるpHの変化はそ

れぞれ木材によって異なり，その原因はそれぞれの木材

において，心，辺材における化学成分の分布割合の差異

によるものであろう．

　　　　　　　4　お　わ　り　に

　木材のpHを変化させる因子は多数あり，それらは木

材のpHを検討する場合，重要になってくる。

　結果を要約するとつぎのようで牟る。

　（／）木材の樹高によるPHの変化はスギ辺材ではPH

6．12±0，016，またヒノキ辺材ではPH5．95土0，025の範

囲に分布した．したがって，針葉樹では樹高による影響

はないと考えられる。　（Tab1e1）

　（2）木材含水率は木材のpHに大きく影響を与える．

すなわち，含水率の低下とともに木材のpHは低下す

る．とくに気乾状態以下では，わずかな含水率変化で

pHは大きく変動する．（Fig．1）

　（3）伐採後経過期問によるPHの変化において，ス

ギ辺材のPHぽ経過日数とともに低くなった．しかし，

含水率が12．8～／2．9％，すなわち気乾状態になるとPH

は一定になる傾向にある。　（Fig．2）

　（4）　スギ，アカマツ，ヒノキおよびブナについて，

木材の伐採地域によるpHの変化について検討した結

果，伐採地域によって±0．／0～±0．45のPH範囲に分布

し，PHは多少変化した。これはその生長地の土壌の

PHに影響されていると考えられる．（Tab1e2）

　（5）木粉に蒸留水を加えた後放置する時の温度とPH

の関係において，温度が高くなればpHは低くなった．

これは加水分解が促進されるからであろう。（Tab1e3）

　（6）木粉けん濁液を室温で放置した場合，150分後に

おいてもPHにはほとんど影響がなかった．（Tab1e4）

　（7）心材および辺材のpHの変化はすべての木材に

通則性がない．しかし，同一木材については，立地が異

っても，一般に心，辺材によるpHの差異は一定傾向が

ある。測定した木材では，スギ，アカマツ，カハおよび

ニレは心材の方が，一方ヒノキ，ブナ，カツラおよびシ

ナは辺材の方が高いpHを示す．（Tab1e2および5）

　最後に，本研究は文部省科学研究費によりおこなっ

た。ここに感謝の意を表する。
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Summary 

The influence of various factors such as height, the cut-over area, moisture content, the 

day elapsed after the felling, heartwood and sapwood on the pH value of wood was inves-

tigated. The pH measurement of wood was carried out mainly on the filtrate by a pH meter 

with glass and calomel electrodes. 

The experimental results are as follows 

(1) In the softwood, there was no relation between the pH value of wood and height 
The pH value was distributed over the range of pH 6.12 ~ 0.016 for SUGI (sapwood) and 
pH 5 .95 ~ 0.025 for HlNOKI (sapwood) . (Table 1) 

(2) The pH value of wood was affected considerably by moisture content. Especially, 
when the moisture content was low (under the air-dried condition) , the pH value of wood 

showed remarkable change with the slight change of moisture content. (.Fig. 1) 

(3) The 'pH value of wood was lower as the day elapsed after felling w:as longer 
However, it tended to a definite value as the content of moisture in wood approached 
equilibrium with that in air. (Fig. 2) 

(4) The pH value of wood changed clearly with the cut-over area. The pH values of 
SUGI, AKAMATSU, HlNOKI and BUNA deviated in the range from ~: O . I to ~ O . 45 with 
the cut-over area. (Table 2) 

(5) The pH value of wood decreased with the increase of temperature of the suspension 
in water. (Table 3) 

(6) There was no relation between the pH value of wood and the lapse of time as the 
suspension in water. (Table 4) 

(7) There was no regularity between the pH values of heartwood and sapwood of all 
wood. But, in the same wood there was generally regularity between them. For example, 

in SUGI, AKAMATSU, KABA and NIRE, the pH value of heartwood was higher than 
sapwood. And in HINOKI, BUNA, KATSURA and SHlNA, its reverse phenomenon was 
the case. (Tables 2 and 5) 




